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サポート製品の締め付け強さと着心地評価 

 

○菅谷 紘子 *1)、岩崎 謙次 *1) 

 

1．目的・背景 

 体型補整や運動時に着用するサポート製品が着目されており、「着圧」や「衣服圧」によ

る着心地の数値的な評価が求められている。しかし、標準の測定方法や規格が定まってお

らず、現行の測定方法では、サポート製品の効果を正確に測定するには至っていない。 

 そこで、都産技研で開発した「柔らかダミー（特願 2012-154100）」を用い、人体での衣

服圧測定実験のデータとの比較検討を行った。 

 

2．研究内容 

（１）実験方法 

実験に用いたサポート製品は、市販の女性用ガード

ル（弱圧設計、中圧設計、強圧設計の 3 種）とした。  
被験者は、9 号～11 号サイズの 20 代の健康な女子

18 名、11 号サイズの 40～50 代の健康な女子 6 名の計

24 名とした。  
被験者の着心地評価は、締め付け感（きつい－ゆる

い）とそのときの快不快感（快適－不快）について、

ガードル着用直後の主観申告を行った。  
衣服圧測定は、エアパック（（株）エイエムアイ・テ

クノ製）方式を用い、被験者と柔らかダミーを比較し

た。エアパックセンサは直径 20mm の丸型センサを用

いた。  
 

（２）結果及び考察 

ガードル着用時の締め付け感と不快感との間には正

の相関があり、ガードルの締め付けによるきつさが増

すにつれ、不快に感じる被験者が増加することが分か

った。なお、ガードルの締め付け感の主観申告実験の

回答には、年代差は認められなかった（図 1）。  
また、ガードルの締め付け感と衣服圧を測定したと

ころ、部位による衣服圧の違いや締め付け感の違いを

測定することができた。  
サポート製品の着心地評価には、主観評価の代わり

に衣服圧測定が多く用いられるが、個人の嗜好や体型

差による影響を受けやすく、再現性のある評価が難し

い。そこで、都産技研で開発した評価用モデルの柔らかダミーにより衣服圧を測定したと

ころ、被験者実験と同様の傾向を得ることができ再現性も向上した。  
図 2 に弱圧設計ガードル着用時の 40 代被験者と柔らかダミーの各部位の衣服圧測定の結

果を示す。図 2 より人体と同様の傾向を示すことが分かった。  
 

3．今後の展開 

サポート製品の締め付け強さについては、柔らかダミーを用いることで、被験者に近い

衣服圧測定の可能性が示唆された。着心地評価については、個人差や測定部位によるばら

つきが大きく、さらにデータの蓄積が必要である。今後「締め付け強さ」と「着心地評価」

の関連性を明らかにし、企業の製品開発へ活用していきたい。 

 

*1)生活技術開発セクター 

H22.4～H24.3【基盤研究】腰部締め付けにおける人形形状の変化と衣服圧 

図 1. ガードル着用時の 

締め付け感と快不快感 

図 2. 弱圧設計ガードルの衣服圧 
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図 1. 余剰塗料捕集システム 

図 2. スプレーガン姿勢のセンシング

   動作検証実験（吹付液体：水）

塗装工場からの排出 VOC の捕集・回収技術の開発  
 

 ○島田  茂伸 *1)、浦田  昭雄 *2)、小野澤  明良 *3)、木下  稔夫 *3)、佐々木  智典 *4) 
 
1．目的・背景  

本研究の目的は、塗装工場から大気に排出されている VOCの 50～ 70％を捕集・回収

する VOC排出削減装置の開発である。通常の塗装作業では、塗料は作業者が操作する

スプレーガンから放出される。放出された塗料の一部は製品に付着するが、大部分は

排風機によって捕集され、作業場雰囲気の空気と混合され低濃度 VOCとなって系外へ

放出される。中小規模塗装業者にとっては、低濃度 VOCの処理は難しく、高コスト化

につながるため、現場での安易な系外排出の動機の一つとなっている。これを解決す

るために、低コストで既存装置に付加が可能な VOC処理装置が求められている。そこ

で、スプレーガンの位置、姿勢に応じて位置決めできる 2軸捕集機を検討した。この

装置は、局所的集中的な噴霧余剰塗料の回収が可能で、高濃度 VOC捕集技術につなが

る。さらに、後工程の VOC処理技術の基礎的要素となるものである。本稿では、試作

機の製作を行い、本システムの基本的な機能を実現し、有効性を実験的に示す。  
 
2．研究内容  

試作システムを図 1 に示す。作業者のスプレー

ガンには、噴射口延長線と平行になるように調整

されたレーザポインタが取り付けられており、塗

布物に噴射口を向けるとレーザポインタの光点が

塗布物に投影される。図 1 中の工業用カメラは、

作業者の背後に設置され、ブース全体の撮像を工

業用パソコンに送る。この際、画面の R 成分（Red：
赤色成分）だけを検出するプログラムを作成して

いる。すなわち、レーザポインタの光点だけが検

出されることを意図している。検出点は、仮想作

業平面の XY 座標へ変換され、PLC の決まったメ

モリに書き込まれる。PLC は、その値に追従する

ようにモータを制御する。  
図 1 のシステムが人の作業に追従するかを確認

するための実験を行った（図 2）。吹付液体は水で

ある。結果は、作業者の動きに追従し、その性能

は良好だといえる。ただし、①熟練者の作業速度

である毎秒 500mm には追従できない、②スプレー

ガンの位置姿勢を表しているであろうレーザポイ

ンタの光点が消失するという問題点が挙げられる。

前者についてはモータの仕様変更、後者について

は複数台のカメラの使用、高出力レーザポインタ

の使用、反射物のマスキングによって解決可能で

ある。  
 
3．今後の展開  

排風機装備による余剰塗料捕集システムの完成とその性能評価が必要である。塗装業者

である共同研究者の現場にて、製品化に向けた取り組みを続けていく。  
 

*1)生活技術開発セクター、 *2)株式会社有我工業所、 *3)表面技術グループ、 *4)ロボット開発セクター  
H23.10～H24.9【共同研究】塗装工場からの排出 VOC の捕集・回収技術の確立と商品化 
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